
(57)【要約】

【課題】医療用器具の主体を構成する可撓性線状体の中

空撚線コイル体の品質向上を図ると共に、その高品質中

空撚線コイル体が低コスト・高能率に量産提供できる製

造方法を提供する。

【解決手段】多数本の素線を同一円周上に撚合構成した

可撓性線状体にして、かつ、中心部分を中空にした中空

撚線コイル体において、捻回抵抗負荷の基に捻回形成す

ると共に、加工による残留応力除去の加熱処理を施した

高度の回転追従性・真直性付与形態に形成されて成る中

空撚線コイル体と、該素線群に捻回抵抗を負荷し、かつ

、加熱処理しながら捻回加工する製造方法が特徴である

。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
多 数 本 の 素 線 を 同 一 円 周 上 に 撚 合 構 成 し た 可 撓 性 線 状 体 に し て 、 か つ 、 中 心 部 分 を 中 空 に
し た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 に お い て 、 捻 回 抵 抗 負 荷 の 基 に 捻 回 形 成 す る と 共 に 、 加 工 に よ る 残
留 応 力 除 去 の 加 熱 処 理 を 施 し た 高 度 の 回 転 追 従 性 ・ 真 直 性 付 与 形 態 に 形 成 さ れ て 成 る こ と
を 特 徴 と す る 中 空 撚 線 コ イ ル 体 。
【 請 求 項 ２ 】
長 手 方 向 に 分 割 し た 複 数 ゾ ー ン 毎 に 、 異 な る 捻 回 度 に 設 定 し た 構 造 か ら 成 る 請 求 項 １ の 中
空 撚 線 コ イ ル 体 。
【 請 求 項 ３ 】
長 手 方 向 に 分 割 し た ゾ ー ン 毎 に 、 異 な る 残 留 応 力 除 去 度 の 形 態 か ら 成 る 請 求 項 １ の 中 空 撚
線 コ イ ル 体 。
【 請 求 項 ４ 】
撚 合 構 成 し た 素 線 群 の 外 周 が コ イ ル 外 周 と 同 心 円 状 に 切 削 ・ 研 削 さ れ て 成 る 請 求 項 １ ～ 請
求 項 ３ の い ず れ か の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 。
【 請 求 項 ５ 】
電 解 研 磨 し た コ イ ル 外 周 か ら 成 る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 。
【 請 求 項 ６ 】
素 線 が 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 か ら 成 る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か の 中 空
撚 線 コ イ ル 体 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 外 套 管 に 成 す 構 造 を 特 徴 と す る 医 療
用 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 、 コ イ ル シ ー ス 部 と 成 す 構 造 を 特 徴
と す る 医 療 用 の 内 視 鏡 処 置 具 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 回 転 操 作 用 の シ ー ス 部 と 成 す 構 造 を
特 徴 と す る 医 療 用 の 内 視 鏡 処 置 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 主 線 状 体 に 成 す 構 造 を 特 徴 と す る 医
療 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 主 線 状 材 に 成 す 構 造 を 特 徴 と す る セ
ン サ ー 付 き 医 療 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
多 数 本 の 素 線 を 同 一 円 周 上 に 撚 合 構 成 し た 可 撓 性 線 状 体 に し て 、 か つ 、 中 心 部 分 を 中 空 に
し た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 製 造 す る に お い て 、 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 の 一 端 を 回 転 作 動 チ ャ
ッ ク に ク ラ ン プ す る と 共 に 、 他 端 を 該 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 の 長 さ 方 向 に ス ラ イ ド 自 在 に
し て 、 か つ 、 ウ エ イ ト に よ っ て 該 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 に 引 張 り 力 を 負 荷 す る 固 定 チ ャ ッ
ク に ク ラ ン プ セ ッ ト し 、 し か る の ち 、 該 回 転 作 動 チ ャ ッ ク を 作 動 し て 捻 回 加 工 す る と 同 時
ま た は 捻 回 加 工 後 に 、 該 回 転 作 動 チ ャ ッ ク と 該 固 定 チ ャ ッ ク 間 に 電 流 導 通 し て 前 記 素 線 群
の 加 工 に よ る 残 留 応 力 除 去 の 加 熱 処 理 を 施 し て 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 中 空 撚 線 コ イ ル
体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
多 数 本 の 素 線 を 同 一 円 周 上 に 撚 合 構 成 し た 可 撓 性 線 状 体 に し て 、 か つ 、 中 心 部 分 を 中 空 に
し た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 製 造 す る に お い て 、 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 の 一 端 を 回 転 作 動 チ ャ
ッ ク に ク ラ ン プ す る と 共 に 、 該 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 の 中 間 の 複 数 の 任 意 ポ イ ン ト を 中 間
ク ラ ン プ 部 に よ っ て ク ラ ン プ セ ッ ト し て 、 該 回 転 作 動 チ ャ ッ ク と 該 中 間 ク ラ ン プ 部 間 の 該
１ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 を 順 次 捻 回 加 工 し 、 該 中 間 ク ラ ン プ 部 で ク ラ ン プ し た ス パ ン 毎 に 捻
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回 度 が 異 な る 形 態 に 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
多 数 本 の 素 線 を 同 一 円 周 上 に 撚 合 構 成 し た 可 撓 性 線 状 体 に し て 、 か つ 、 中 心 部 分 を 中 空 に
し た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 製 造 す る に お い て 、 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 の 捻 回 加 工 と 同 時 ま た
は 捻 回 加 工 後 に 、 該 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 を 長 さ 方 向 に 分 割 し た ゾ ー ン 毎 に 加 熱 条 件 が 異
な る 加 熱 装 置 に 区 画 収 納 し 、 し か る の ち 、 該 分 割 ゾ ー ン 毎 に 加 工 に よ る 残 留 応 力 除 去 の 加
熱 処 理 を 施 し て 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 主 と し て カ テ ー テ ル ・ カ テ ー テ ル 用 ガ イ ド ワ イ ヤ ・ 内 視 鏡 用 処 置 具 等 の 医 療 用
器 具 の 主 線 材 と し て 使 用 す る 可 撓 性 線 状 体 の 「 中 空 撚 線 コ イ ル 体 」 と 、 そ れ を 用 い て 成 る
医 療 用 器 具 、 な ら び に 、 そ の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
曲 り く ね っ た 血 管 内 に 挿 入 し て 先 端 部 を 病 変 部 に 導 く カ テ ー テ ル ・ カ テ ー テ ル 用 ガ イ ド ワ
イ ヤ や 、 体 腔 内 に 挿 入 し て 先 端 部 を 病 変 部 に 導 く 内 視 鏡 処 置 具 は 、 体 外 に 位 置 す る 手 元 部
の 「 押 し ・ 引 き ・ 回 転 」 手 動 操 作 に よ っ て 先 端 部 分 か ら 血 管 ・ 体 腔 内 挿 入 し て 、 そ の 先 端
部 分 を 病 変 部 に 導 い て 所 要 の 治 療 を 施 す 操 作 プ ロ セ ス と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 っ て 、 先 端 部 分 か ら の 挿 入 操 作 と 治 療 を 円 滑 に す る た め に は 、 自 由 状 態 で 真 直 性 を 有 し
て 全 体 が 柔 軟 な 可 撓 性 に し て 曲 げ 変 形 か ら の 良 好 な 復 元 性 を 有 す る と 共 に 先 端 部 分 が 高 柔
軟 性 に し て 後 端 部 分 が 応 分 の 剛 性 を 有 す る 傾 斜 特 性 に し て 、 前 記 の 手 動 操 作 に 先 端 部 分 が
的 確 に 順 応 す る ス テ ア リ ン グ 性 を 備 え た 高 度 の 機 械 的 性 質 が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 以 上 の 必 要 機 械 的 性 質 に 対 応 す る 医 療 用 器 具 の 主 材 と し て 使 用 す る 可 撓 性 線 状 体
と し て 下 記 の 多 数 の 公 知 例 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
即 ち 、 ま ず 特 許 文 献 １ ・ ２ に は 多 数 の 素 線 を 同 一 円 周 上 に 撚 合 構 成 し て ロ ー プ 状 の 可 撓 性
線 状 体 に 成 し 、 か つ 、 そ の 線 状 体 の 中 心 部 分 を 中 空 に し た 「 中 空 撚 線 コ イ ル 体 」 が 示 さ れ
て お り 、 特 許 文 献 ３ に は 、 弾 性 形 状 記 憶 合 金 か ら な る 中 実 細 長 線 材 を 引 張 り 張 力 負 荷 の 基
に 捩 り 加 工 し 、 か つ 「 約 ２ ８ ０ ℃ ～ ３ ０ ０ ℃ × 約 ３ ０ 分 」 で 応 力 除 去 熱 処 理 し て 製 造 す る
医 療 機 器 用 可 撓 性 中 実 線 状 体 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ し て 、 特 許 文 献 ４ に は 、 内 視 鏡 用 処 置 具 の 中 空 細 長 線 状 体 の シ ー ス を コ イ ル パ イ プ で 構
成 す る と 共 に 、 そ の コ イ ル パ イ プ の 外 周 の 一 部 を 研 削 細 径 化 し た り 、 そ の 一 部 の み を 細 い
線 で 形 成 し て シ ー ス の 屈 曲 性 を 向 上 さ せ た 構 造 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
さ ら に 、 特 許 文 献 ５ に は 、 同 じ く 内 視 鏡 処 置 具 に お い て 、 多 条 コ イ ル 体 で 形 成 し た 可 撓 性
線 状 体 の シ ー ス を 、 先 端 の 生 検 用 処 置 部 と 一 体 に 回 転 操 作 自 在 に 成 し 、 そ の シ ー ス の 中 空
部 に 操 作 用 ワ イ ヤ を 挿 通 し た 構 造 が さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ し て 、 特 許 文 献 ６ に は 、 ス テ ン レ ス 製 外 套 管 か ら 成 る ガ イ ド ワ イ ヤ セ ン サ ー 部 の 両 側 に
「 白 金 製 の 螺 旋 状 ワ イ ヤ 管 と ス テ ン レ ス 製 の 螺 旋 状 ワ イ ヤ 管 」 を 同 芯 状 に 連 設 し た 圧 力 セ
ン サ ー 付 き ガ イ ド ワ イ ヤ が 示 し て あ り 、 特 許 文 献 ７ に は 「 コ イ ル ピ ッ チ を 粗 密 に し た 可 撓
性 線 状 コ イ ル か ら 成 る ４ 本 並 設 の 外 套 管 の 中 空 部 に 操 作 ワ イ ヤ を 通 し た 軟 性 内 視 鏡 」 が 示
し て あ り 、 特 許 文 献 ８ に は 「 可 撓 性 線 状 体 の コ イ ル シ ー ス 」 を 主 要 部 に 成 す 内 視 鏡 用 処 置
具 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】
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特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ７ ５ ７ ７ ４ 公 報 （ 図 ２ 、 請 求 項 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ４ － ３ ０ ９ ３ ７ １ 公 報 （ 図 ５ ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 表 ２ ０ ０ ０ － ５ １ ２ ６ ９ １ 公 報 （ 図 ３ 、 請 求 項 ）
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 平 １ ０ － １ ６ ５ ３ ６ １ 公 報 （ 図 １ 、 要 約 ）
【 特 許 文 献 ５ 】
特 開 平 １ １ － １ ０ ４ ０ ７ １ 公 報 （ 図 １ 、 段 落 ０ ０ ０ ７ ）
【 特 許 文 献 ６ 】
特 開 平 １ １ － ３ ３ ０ ０ ４ 公 報 （ 図 １ ）
【 特 許 文 献 ７ 】
特 開 平 ７ － ２ １ ３ ４ ８ １ 公 報 （ 図 １ 、 図 ２ 、 要 約 ）
【 特 許 文 献 ８ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ９ ０ ８ ０ ３ 公 報 （ 図 １ 、 要 約 ）
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
特 許 文 献 １ ・ ２ の 「 中 空 撚 線 コ イ ル 体 」 か ら 成 る 従 来 の カ テ ー テ ル ・ カ テ ー テ ル 用 ガ イ ド
ワ イ ヤ ・ 内 視 鏡 用 チ ュ ー ブ は 、 素 線 群 の 撚 合 中 空 形 態 か ら 成 る の で 素 線 撚 合 体 と し て の 可
撓 柔 軟 性 と 、 中 空 形 態 に 基 づ く 「 回 転 操 作 の と き の 捻 り 抵 抗 モ ー メ ン ト の 低 下 」 「 単 位 長
当 り の 軽 量 化 」 を も た ら す 技 術 メ リ ッ ト を 有 す る も の の 下 記 詳 述 の 難 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
即 ち 、 長 手 方 向 の 真 直 性 と 回 転 追 従 性 （ 前 記 の 手 元 操 作 に 応 ず る 先 端 部 分 の 回 転 追 従 性 ）
に 欠 け る と 共 に 、 捻 り 剛 性 ・ 可 撓 性 が 長 大 な 長 さ 方 向 に 概 ね 一 様 に し て 前 記 必 要 機 械 的 性
質 の 長 手 方 向 の 剛 柔 変 化 性 能 に 欠 け る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
そ し て 、 特 許 文 献 ３ に 示 さ れ る 可 撓 性 線 状 体 は 中 空 部 不 存 在 の 中 実 細 線 形 態 で あ る こ と か
ら 「 手 動 操 作 時 の 捻 回 抵 抗 と 単 位 長 当 り 重 量 が 大 」 に し て 医 療 用 器 具 の 可 撓 性 線 状 体 と し
て の 実 用 性 が 劣 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ し て 、 特 許 文 献 ４ ～ ６ に 示 さ れ る 中 空 形 態 の 可 撓 性 線 状 体 は 、 特 許 文 献 １ ・ ２ の も の と
同 様 に 「 長 手 方 向 の 真 直 性 と 回 転 追 従 性 」 が 欠 け る と 共 に 、 長 さ 方 向 の 捻 り 剛 性 ・ 可 撓 性
が 概 ね 一 様 に し て 医 療 用 器 具 の 主 線 状 体 と し て の 必 要 特 性 が 良 好 で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 は 、 以 上 の 従 来 技 術 の 難 点 を 解 消 す る と 共 に 、 可 撓 性 線 状 体 を 主 構 成 部 材 と 成 す 医
療 用 器 具 の さ ら な る 性 能 向 上 を 図 る 「 中 空 撚 線 コ イ ル 体 と 、 そ れ を 用 い て 成 る 医 療 用 器 具
、 な ら び に 、 そ の 製 造 方 法 」 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 上 の 技 術 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 は 「 多 数 本 の 素 線 を 同 一 円 周 上 に 撚 合 構 成 し た 可 撓 性 線
状 体 に し て 、 か つ 、 中 心 部 分 を 中 空 に し た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 に お い て 、 捻 回 抵 抗 負 荷 の 基
に 捻 回 形 成 す る と 共 に 、 加 工 に よ る 残 留 応 力 除 去 の 加 熱 処 理 を 施 し た 高 度 の 回 転 追 従 性 ・
真 直 性 付 与 形 態 に 形 成 さ れ て 成 る こ と を 特 徴 と す る 中 空 撚 線 コ イ ル 体 」 と 、
【 ０ ０ １ ６ 】
以 上 の 構 成 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 主 線 状 体 に 成 す 「 医 療 用 の 内 視 鏡 ・ 内 視 鏡 処 置 具 と セ ン
サ ー 付 き 医 療 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 」 の 医 療 用 器 具 と 、
【 ０ ０ １ ７ 】
「 多 数 本 の 素 線 を 同 一 円 周 上 に 撚 合 構 成 し た 可 撓 性 線 状 体 に し て 、 か つ 、 中 心 部 分 を 中 空
に し た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 製 造 す る に お い て 、 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 の 一 端 を 回 転 作 動 チ
ャ ッ ク に ク ラ ン プ す る と 共 に 、 他 端 を 該 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 の 長 さ 方 向 に ス ラ イ ド 自 在
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に し て 、 か つ 、 ウ エ イ ト に よ っ て 該 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 に 引 張 り 力 を 負 荷 す る 固 定 チ ャ
ッ ク に ク ラ ン プ セ ッ ト し 、 し か る の ち 、 該 回 転 作 動 チ ャ ッ ク を 作 動 し て 捻 回 加 工 と 同 時 ま
た は 捻 回 加 工 後 に 、 該 回 転 作 動 チ ャ ッ ク と 該 固 定 チ ャ ッ ク 間 に 電 流 導 通 し て 前 記 素 線 群 の
加 工 に よ る 残 留 応 力 除 去 の 加 熱 処 理 を 施 し て 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 中 空 撚 線 コ イ ル 体
の 製 造 方 法 」 の 第 １ 製 造 方 法 と 、
【 ０ ０ １ ８ 】
「 多 数 本 の 素 線 を 同 一 円 周 上 に 撚 合 構 成 し た 可 撓 性 線 状 体 に し て 、 か つ 、 中 心 部 分 を 中 空
に し た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 製 造 す る に お い て 、 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 の 一 端 を 回 転 作 動 チ
ャ ッ ク に ク ラ ン プ す る と 共 に 、 該 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 の 中 間 の 複 数 の 任 意 ポ イ ン ト を 中
間 ク ラ ン プ 部 に よ っ て ク ラ ン プ セ ッ ト し て 、 該 回 転 作 動 チ ャ ッ ク と 該 中 間 ク ラ ン プ 部 間 の
該 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 を 順 次 捻 回 加 工 し 、 該 中 間 ク ラ ン プ 部 で ク ラ ン プ し た ス パ ン 毎 に
捻 回 度 が 異 な る 形 態 に 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 製 造 方 法 」 の 第 ２ 製
造 方 法 と 、
【 ０ ０ １ ９ 】
「 多 数 本 の 素 線 を 同 一 円 周 上 に 撚 合 構 成 し た 可 撓 性 線 状 体 に し て 、 か つ 、 中 心 部 分 を 中 空
に し た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 製 造 す る に お い て 、 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 の 捻 回 加 工 と 同 時 ま
た は 捻 回 加 工 後 に 、 該 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 を 長 さ 方 向 に 分 割 し た ゾ ー ン 毎 に 加 熱 条 件 が
異 な る 加 熱 装 置 に 区 画 収 納 し 、 し か る の ち 、 該 分 割 ゾ ー ン 毎 に 加 工 に よ る 残 留 応 力 除 去 の
加 熱 処 理 を 施 し て 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 製 造 方 法 」 の 第 ３ 製 造 方
法 の 発 明 群 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
即 ち 、 前 記 構 成 の 本 発 明 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 は 、 素 線 群 を 捻 回 し て 単 一 の 可 撓 性 線 状 体 に
し た 撚 線 構 成 物 に お い て 、 前 記 の 高 度 の 回 転 追 従 性 ・ 真 直 性 の 特 有 の 内 的 特 性 付 与 形 態 に
構 成 す る こ と に よ っ て 、 以 下 に 詳 述 す る 特 有 作 用 を 奏 す る 高 品 質 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 に 成
す 思 想 を 特 徴 と す る も の で あ る 。 な お 、 前 記 構 成 要 件 の １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 と は 、 素 線
群 を 芯 線 外 周 に 撚 合 構 成 し た 通 常 形 態 の ワ イ ヤ ロ ー プ 体 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ し て 、 前 記 構 成 の 本 発 明 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 は 、 そ れ ぞ れ の 用 途 ・ 用 法 に よ る 技 術 性 能
の さ ら な る 向 上 を 図 る 技 術 意 図 か ら 、 以 下 の 態 様 を 採 択 す る 。 即 ち 、 「 長 手 方 向 に 分 割 し
た 複 数 の ゾ ー ン 毎 に 、 捻 回 度 ま た は 残 留 応 力 除 去 度 が 異 な る 形 態 」 に 設 定 構 成 し た り 、 さ
ら に 「 撚 合 構 成 し た 素 線 群 の 外 周 を コ イ ル 外 周 と 同 心 円 状 に 切 削 ・ 研 削 し た 減 径 形 態 」 に
し た り 「 素 線 材 質 を オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 に 特 定 す る 態 様 」 「 外 周 を 電 解 研 磨
し た 形 態 」 し た り 「 前 記 捻 回 加 工 後 に 若 干 量 の 戻 し 捻 回 を 施 す 態 様 」 を 採 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 作 用 】
前 記 構 成 の 本 発 明 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 は 「 加 工 に よ る 残 留 応 力 除 去 の 加 熱 処 理 を 施 す と 共
に 捻 回 抵 抗 負 荷 （ 素 線 長 手 方 向 の 引 っ 張 り 荷 重 負 荷 ） の 基 に 捻 回 形 成 さ れ た 「 高 度 の 回 転
追 従 性 ・ 真 直 性 付 与 形 態 」 を 有 す る の で 、 手 元 部 を 「 押 し 引 き 回 転 操 作 」 し て 血 管 ・ 体 腔
内 へ 挿 入 セ ッ ト し て 所 要 の 治 療 を 行 う 医 療 用 器 具 の 中 空 可 撓 性 線 状 体 と し て 手 元 部 の 操 作
に よ る 先 端 部 の 「 優 れ た 作 動 応 答 性 」 と 、 血 管 ・ 体 腔 へ 挿 入 前 後 の 「 良 好 な 真 直 性 」 を 備
え 、 か つ 、 中 空 形 態 に 基 づ く 軽 量 化 と 曲 げ 剛 性 低 減 に よ る 高 捻 回 性 を 備 え た 高 品 質 線 状 体
と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
詳 し く は 、 捻 回 加 工 の と き の 素 線 群 は 、 捻 回 に よ っ て 素 線 個 個 に 生 ず る 引 張 り 応 力 ・ 剪 断
応 力 と 隣 接 素 線 の 接 触 に よ る 圧 縮 応 力 を 複 雑 に 生 じ て 長 手 方 向 に 曲 り く ね る 「 う ね り 」 を
生 ず る 定 性 が 存 在 す る 。 し か し 、 本 発 明 の 素 線 撚 合 体 は 捻 回 抵 抗 負 荷 状 態 に し て 捻 回 加 工
す る と 共 に 、 加 工 に よ る 残 留 応 力 除 去 の た め の 加 熱 処 理 を 施 し た 形 態 か ら 成 る の で 、 前 記
の 複 雑 な 応 力 に よ る 有 害 な 「 う ね り 」 の 発 生 を 防 止 し た 良 好 な 真 直 性 を 有 す る と 共 に 、 一
端 の 回 転 操 作 に よ る 他 端 の 回 転 追 従 性 が 優 れ る 高 度 の 回 転 追 従 性 を 帯 有 す る 特 有 作 用 が あ
る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
即 ち （ 表 １ 参 照 ） 前 記 特 許 文 献 １ ・ ２ の 従 来 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 は 、 捻 り に よ る 「 捻 り 溜
り 」 を 部 分 的 に 発 生 し て 、 捻 り の 増 加 に 伴 っ て 該 「 捻 り 溜 り 」 が 急 激 に 部 分 解 消 し て ス イ
ッ ク ・ ス リ ッ プ 状 の う ね り 回 転 追 従 作 用 す る の で 、 手 元 部 捻 回 角 θ １ に 対 す る 先 端 部 の 捻
回 角 θ ２ の 相 関 曲 線 は 図 示 点 線 の ジ グ ザ ク 曲 線 を 示 す の に 対 し て 、 本 発 明 の 中 空 撚 線 コ イ
ル 体 は 捻 回 加 工 中 の 捻 回 抵 抗 荷 重 の 負 荷 に よ っ て 「 捻 り 溜 り 」 の 不 良 現 象 を 防 止 す る の で
、 図 示 実 線 の リ ニ ヤ な 直 線 性 を 示 し 、 前 記 の 良 好 な 真 直 性 と 高 度 の 回 転 追 従 性 が 機 能 す る
。 以 上 の 主 た る 作 用 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ し て 、 本 発 明 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 主 線 状 体 と 成 す 本 発 明 の 医 療 用 器 具 は 前 記 の 本 発 明
中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 高 真 直 性 ・ 高 度 回 転 追 従 性 を 備 え た 高 品 質 医 療 用 器 具 の 主 線 材 と し て
機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 、 前 記 第 １ 製 造 方 法 は 前 記 構 成 の 本 発 明 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 が 高 能 率 ・ 低 コ ス ト で
量 産 で き る 。 そ し て 、 前 記 第 ２ ・ 第 ３ 製 造 方 法 は 撚 線 コ イ ル 体 の 長 手 方 向 の 分 割 ゾ ー ン 毎
に 、 捻 回 度 ま た は 加 工 に よ る 残 留 応 力 除 去 度 が 異 な る 形 態 に 製 造 で き る の で 、 長 手 方 向 に
沿 っ て 「 先 端 部 分 高 柔 軟 性 ・ 後 端 部 分 高 剛 性 に し て 中 間 部 分 が そ の 徐 変 形 態 」 の 長 手 方 向
傾 斜 特 性 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 が 高 能 率 ・ 低 コ ス ト で 量 産 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
ま ず 、 図 １ ・ 図 ２ を 参 照 し て 第 １ 製 造 方 法 に よ る 本 発 明 １ 実 施 形 態 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １
を 説 明 す る 。 即 ち 、 こ の 実 施 形 態 の も の は 医 療 用 ガ イ ド ワ イ ヤ と し て 使 用 す る 細 長 可 撓 性
線 状 体 に し て 、 多 数 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 の 素 線 ２ を 同 一 円 周 上 に 配 設 し て
撚 回 構 成 し て 外 周 を 形 成 す る と 共 に 、 中 心 部 分 に 長 手 方 向 に 貫 通 す る 中 空 部 ３ を 備 え た 「
全 長 Ｌ ＝ 概 ね １ ， ０ ０ ０ ～ １ ， ５ ０ ０ 粍 」 の 中 空 可 撓 性 線 状 体 の 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ し て 、 下 記 に 詳 述 す る 製 造 方 法 に よ っ て 、 素 線 ２ 群 の 捻 回 加 工 中 に 同 一 円 周 上 に 配 設 し
た 素 線 ２ 群 に 素 線 ２ の 長 手 方 向 の 引 張 り 荷 重 に よ る 捻 回 抵 抗 を 付 与 し な が ら 素 線 ２ 群 を 加
熱 処 理 ま た は 、 そ の 捻 回 加 工 後 に 加 熱 処 理 し て 、 そ の 捻 回 加 工 に よ っ て 素 線 ２ 群 に 生 ず る
残 留 応 力 と 素 線 ２ 個 個 の 伸 線 加 工 に よ る 残 留 応 力 を 除 去 す る 加 熱 処 理 を 施 し て 成 形 さ れ 、
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捻 回 成 形 後 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ は 「 捻 り う ね り 不 存 在 に し て 自 由 状 態 で ス ト レ ー ト 形 状
を 保 持 す る 高 真 直 性 」 に し て 、 か つ 、 一 端 の 回 転 （ 中 空 部 ３ を 中 心 と す る 回 転 ） を 他 端 に
高 効 率 か つ 円 滑 に 伝 達 す る 高 度 の 回 転 追 従 性 の 付 与 形 態 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
詳 し く は 、 こ の 実 施 形 態 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ は （ 図 ２ 参 照 ） 下 記 の 製 造 方 法 に よ っ て 撚
合 形 成 さ れ る 。 即 ち 、 芯 線 と そ の 外 周 素 線 を 通 常 形 態 の ワ イ ヤ ロ ー プ 撚 り 線 機 を 用 い て 撚
合 成 形 し た 「 所 定 長 Ｌ の 通 常 形 態 の ワ イ ヤ ロ ー プ 体 の １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体 Ｒ （ 以 下 、 単
に １ 次 成 形 体 Ｒ と い う ） 」 の 一 端 を 捻 回 装 置 １ ０ の 回 転 作 動 チ ャ ッ ク １ １ に 固 定 セ ッ ト す
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ し て 他 端 を 、 １ 次 成 形 体 Ｒ の 長 手 方 向 に ス ラ イ ド 自 在 に し て 、 か つ 、 所 要 重 量 の 静 荷 重
ウ エ イ ト １ ３ を 吊 設 し た ス ラ イ ド 型 固 定 チ ャ ッ ク １ ２ に チ ャ ッ ク 固 定 し 、 静 荷 重 ウ エ イ ト
１ ３ に よ っ て 回 転 作 動 チ ャ ッ ク １ １ と 固 定 チ ャ ッ ク １ ２ 間 に チ ャ ッ ク 固 定 し た １ 次 成 形 体
Ｒ に 所 要 の 引 張 り 荷 重 Ｗ に よ る 捻 回 抵 抗 荷 重 を 負 荷 し て セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
続 い て 、 そ の 回 転 作 動 チ ャ ッ ク １ １ と 固 定 チ ャ ッ ク １ ２ に 、 電 流 発 生 部 １ ４ か ら 引 き 伸 ば
し た 導 通 線 １ ５ を 連 結 し 、 前 記 の 引 張 り 荷 重 負 荷 状 態 の １ 次 成 形 体 Ｒ の 素 線 ２ 群 に 電 流 導
通 さ せ て 電 気 抵 抗 加 熱 に よ る 加 熱 処 理 可 能 状 態 に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
か く し て 、 そ の 捻 回 抵 抗 負 荷 ・ 加 熱 処 理 状 態 に セ ッ ト し た １ 次 成 形 体 Ｒ を 、 捻 回 加 工 （ 例
え ば 表 ２ の Ａ に お い て ３ ０ ０ 回 撚 り 方 向 へ 回 転 さ せ た 後 、 １ ０ ０ 回 戻 し て 固 定 ） を 行 い 、
捻 回 加 工 と 同 時 ま た は 捻 回 加 工 後 、 電 気 抵 抗 加 熱 に よ る 熱 処 理 を す る 。 そ し て 、 そ の 加 工
後 に 捻 回 装 置 １ ０ か ら 外 し た １ 次 成 形 体 Ｒ の 芯 材 ４ を 抜 い て 図 １ （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す 中 空
部 ３ を 貫 通 し た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ を 量 産 製 造 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ と し て 必 要 な 可 撓 性 線 材 の 「 ス テ ン レ ス 線 ま た は ニ ッ ケ ル ・ チ タ ン
線 の 芯 線 ５ 」 が 中 空 部 ３ に 挿 着 さ れ る と 共 に 、 本 体 主 要 部 を 成 す 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ の 前
端 に 「 先 端 部 分 の 高 柔 軟 性 を 確 保 し 、 か つ 、 放 射 線 造 影 を 可 能 に す る た め の 放 射 線 不 透 過
材 質 に し て 若 干 長 の 単 条 コ イ ル ９ 」 が 接 合 さ れ て ガ イ ド ワ イ ヤ 本 体 が 形 成 さ れ る 。 そ し て
、 そ の 芯 線 ５ が ガ イ ド ワ イ ヤ 本 体 の 前 端 に 「 ボ ー ル 状 の ロ ー 材 」 に よ っ て 溶 着 さ れ て 、 そ
の ロ ー 材 に よ っ て 端 面 に 盛 り 上 が る 略 半 球 状 の 膨 出 端 ６ が 形 成 さ れ 、 後 端 は 芯 線 ５ と 中 空
撚 線 コ イ ル 体 １ が プ ラ ズ マ 溶 接 さ れ て 同 じ く 膨 出 端 ６ が 形 成 さ れ 、 さ ら に 、 外 周 を 電 解 研
磨 （ 公 知 手 段 の 電 解 研 磨 ） す る と 共 に 、 そ の 研 磨 外 周 に 親 水 性 ポ リ マ ー の 樹 脂 被 覆 Ｃ が 施
さ れ て 医 療 用 ガ イ ド ワ イ ヤ と し て 仕 上 げ ら れ る 。 な お 、 こ の 実 施 形 態 の も の の 構 成 ・ 加 工
諸 元 は 表 ２ の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ３ ６ 】
な お 、 以 上 の 加 工 諸 元 に お い て 、 所 定 の 捻 回 加 工 に 伴 う ス プ リ ン グ バ ッ ク を 予 め 吸 収 す る
と 共 に 、 材 質 不 均 質 等 に 起 因 す る 局 部 過 捻 回 に よ る 局 部 捻 り 異 常 の 発 生 を 抑 止 し て 、 形 状
を 安 定 さ せ る 技 術 意 図 か ら 、 表 ２ に 示 す 若 干 量 の 戻 し 捻 回 加 工 （ 所 定 の 捻 回 方 向 と 逆 方 向
の 戻 し 捻 回 ） を 必 要 に 応 じ て 施 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
以 上 の 実 施 形 態 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ は 、 中 空 形 態 に 基 づ く 良 好 な 捻 り 特 性 と 単 位 長 当 り
の 軽 量 化 の メ リ ッ ト と 前 記 の 「 主 た る 作 用 」 と 「 第 １ 製 造 方 法 」 の 作 用 を 奏 す る 外 、 素 線
２ が オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 に し て 、 外 周 が 電 解 研 磨 さ れ て い る の で 下 記 の 従 た
る 作 用 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
即 ち 、 素 線 ２ が 高 熱 膨 張 係 数 に し て 中 空 コ イ ル 体 で あ る こ と か ら 、 膨 出 端 ６ の 溶 着 形 成 時
の 加 熱 に よ る 伸 び ・ 熱 放 散 が 良 く 、 溶 着 に よ る 残 留 応 力 を 緩 和 し て 前 記 の 主 た る 作 用 の 安
定 を 促 進 す る 特 有 作 用 を 奏 し 、 さ ら に 外 周 が 電 解 研 磨 さ れ る の で 、 外 周 の 良 好 な 滑 り 性 ・
耐 食 性 を 確 保 し 、 医 療 用 器 具 の 主 線 状 体 と し て の 性 能 が 向 上 し 安 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
続 い て 、 図 ３ ～ 図 ５ を 参 照 し て 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 と 、 前 記 第 ２ ・ 第 ３ 製 造 方 法 の 実 施
形 態 を 説 明 す る 。 即 ち 、 図 ３ に 示 す も の は 同 じ く 素 線 ２ 群 を 同 一 円 周 上 に 配 設 し て 撚 合 構
成 し た １ 次 成 形 体 Ｒ が 、 長 手 方 向 に 分 割 し た Ｘ ・ Ｙ ・ Ｚ の ３ 分 割 ゾ ー ン 毎 に 捻 回 度 が 異 な
る 形 態 に 捻 回 形 成 さ れ 、 医 療 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 等 と し て 用 い る と き の 手 元 部 ８ 側 の Ｘ ゾ ー ン
が 最 大 の 捻 回 度 に し て 先 端 部 ７ 側 の Ｚ ゾ ー ン が 最 小 の 捻 回 度 、 そ の 両 者 の 中 間 部 分 の Ｙ ゾ
ー ン が 両 者 の 中 間 捻 回 度 に 順 次 徐 変 設 定 さ れ 、 そ の Ｘ ・ Ｙ ・ Ｚ の ゾ ー ン 毎 に 素 線 ２ の 隣 接
間 の コ イ ル ピ ッ チ が 異 な る 数 値 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
な お 、 こ の 図 ３ （ Ａ ） の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ は 図 ２ に 示 す 捻 回 装 置 １ ０ の 作 動 チ ャ ッ ク １
１ と 固 定 チ ャ ッ ク １ ２ の 間 に （ 図 ３ （ Ｃ ） 参 照 ） 対 向 一 対 の 開 閉 自 在 の ク ラ ン プ 片 １ ５ か
ら 成 り 、 か つ 、 ス ラ イ ド 自 在 の 中 間 ク ラ ン プ 部 １ ４ を Ｘ ・ Ｙ ・ Ｚ の ゾ ー ン 境 界 ポ イ ン ト に
設 置 し 、 こ の 中 間 ク ラ ン プ 部 １ ４ で ク ラ ン プ す る こ と に よ っ て 、 前 記 ゾ ー ン 毎 の 異 な る 捻
回 度 加 工 を 施 す 前 記 第 ２ 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
以 上 の 図 ３ 実 施 形 態 の も の は 、 長 手 方 向 の ゾ ー ン 毎 に 区 画 し た Ｘ ・ Ｙ ・ Ｚ ゾ ー ン 毎 に 素 線
２ の 捻 回 度 が 異 な る の で 、 そ れ ぞ れ の 捻 回 度 に 対 応 し た 硬 軟 曲 げ 特 性 の 機 械 的 性 質 を 呈 す
る 作 用 を 奏 し 、 （ 図 ３ （ Ｄ ） 参 照 ） 医 療 用 器 具 の 可 撓 性 線 状 体 と し て 体 外 に 位 置 し て 手 動
操 作 す る 手 元 部 分 が 最 剛 質 に し て 、 か つ 、 血 管 ・ 体 腔 へ 先 導 挿 入 進 行 さ せ る 先 端 部 分 が 柔
軟 ・ 高 可 撓 性 と な る 長 手 方 向 Ｌ に 沿 っ て 曲 げ 剛 性 Ｒ １ が 漸 増 漸 減 徐 変 す る 剛 直 ・ 柔 軟 徐 変
形 態 の 高 品 質 線 状 体 と し て 機 能 で き る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
一 方 図 ４ に 示 す 実 施 形 態 の も の は 、 同 じ く 単 位 長 Ｌ の １ 次 成 形 体 Ｒ を 長 手 方 向 の Ｘ ・ Ｙ ・
Ｚ ゾ ー ン に 分 割 し た ゾ ー ン 毎 に 、 加 熱 条 件 が 異 な る ３ 個 の 加 熱 装 置 １ ６ Ａ ・ １ ６ Ｂ ・ １ ６
Ｃ 内 に セ ッ ト し 、 し か る の ち 、 捻 回 装 置 １ ０ に よ る 捻 回 加 工 中 ま た は 捻 回 装 置 １ ０ か ら 外
し た 捻 回 加 工 ず み の も の を 、 加 熱 装 置 １ ６ Ａ ・ １ ６ Ｂ ・ １ ６ Ｃ に よ っ て 加 熱 処 理 し て 加 工
に よ る 残 留 応 力 を 除 去 す る 前 記 第 ３ 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
以 上 の 図 ４ 実 施 形 態 の も の は 、 加 熱 装 置 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｃ に よ る 加 熱 処 理 条 件 の 相 違 に よ っ
て Ｘ ・ Ｙ ・ Ｚ ゾ ー ン そ れ ぞ れ の 残 留 応 力 除 去 度 が 相 異 す る 形 態 と な り 、 図 ４ （ Ｃ ） に 例 示
す る 長 さ Ｌ 方 向 に 傾 斜 徐 変 す る 「 引 張 り 強 度 ・ 曲 げ 剛 性 」 Ｒ ２ の 機 械 的 性 質 の 付 与 が 可 能
に し て 、 高 性 能 医 療 用 器 具 の 主 線 状 体 と し て 機 能 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
続 い て 、 図 ５ に 示 す 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ は 、 前 記 各 実 施 形 態 で 成 形 し た 丸 線 素 線 ２ 群 の 撚
合 構 成 か ら 成 る も の に お い て 、 撚 合 構 成 し た 素 線 ２ 群 の 素 肌 表 面 が 成 す コ イ ル 直 径 Ｄ Ｌ が
、 通 常 手 段 に よ る 研 削 ・ 切 削 加 工 に よ っ て 中 空 部 ３ と 同 心 円 状 に 減 径 し た コ イ ル 直 径 Ｄ Ｓ
の 外 周 直 径 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の 図 ５ の 実 施 形 態 の も の は 図 ５ （ Ｂ ） 例 示 の よ う に 長 手 方 向 に 分 割 し た ゾ ー ン 毎 に 「 手
元 部 ８ か ら 先 端 部 ７ の 方 向 へ Ｄ Ｓ ・ Ｄ ２ ・ Ｄ ３ と 階 段 的 に 順 次 漸 減 径 の 形 態 」 に し た り 「
手 元 部 ８ の Ｄ Ｓ か ら 先 端 部 ７ の Ｄ ３ に テ ー パ ー 状 に 減 径 す る 形 態 」 に 成 形 で き る の で 、 医
療 器 具 用 の 可 撓 性 線 状 体 と し て 必 要 な 「 先 方 柔 軟 ・ 後 方 剛 質 の 特 性 」 が 特 段 に 充 足 で き る
と 共 に 、 そ の 先 方 柔 軟 か ら 後 方 剛 質 へ の 変 化 が 滑 ら か に し て 手 元 部 ８ か ら の 距 離 に 比 例 し
て 先 端 部 ７ の 方 向 へ 比 例 変 化 す る 傾 斜 特 性 形 態 に で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
さ ら に 、 前 記 の 徐 変 形 態 に し な い で も 、 素 線 ２ の 外 周 減 径 し な い 同 一 外 径 に し て 同 一 中 空
部 ３ の 内 径 の 丸 線 素 線 の も の よ り 、 曲 げ 剛 性 ・ ト ル ク 伝 達 力 が 向 上 す る と 共 に 「 外 周 に あ
ら わ れ る 素 線 間 の ス パ イ ラ ル 凹 条 が 少 く し て 平 滑 度 が 向 上 」 し 、 血 管 ・ 体 腔 内 挿 入 用 の 可
撓 性 線 状 体 の さ ら な る 性 能 向 上 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
続 い て 、 以 上 の 本 発 明 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ を 可 撓 性 線 状 体 と し て 応 用 し た 医 療 用 器 具 の
実 施 形 態 を 図 ６ ～ 図 １ ０ を 参 照 し て 説 明 す る 。 即 ち 、 ま ず 図 ６ ・ 図 ７ は 図 １ ～ 図 ５ に 示 す
中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ の い ず れ か を 外 套 管 ２ ３ と し て 用 い た 軟 性 内 視 鏡 ２ ０ が 示 し て あ る 。
即 ち 、 特 許 文 献 ７ に 示 す 「 先 端 の ア ン グ ル 操 作 部 ２ １ と 後 端 の 本 体 操 作 部 ２ ２ 間 に 、 操 作
ワ イ ヤ ２ ４ を 内 挿 し た 可 撓 性 長 尺 細 管 の 外 套 管 ２ ３ を ４ 本 並 設 し た 軟 性 内 視 鏡 ２ ０ 」 に お
い て 、 外 套 管 ２ ３ の そ れ ぞ れ が 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 中
の ２ ５ は 軟 性 外 管 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
以 上 の 軟 性 内 視 鏡 ２ ０ は 「 肛 門 か ら 直 腸 経 由 し て 大 腸 内 に 導 入 す る と き 、 急 激 曲 げ 形 状 の
Ｓ 字 結 腸 を 経 由 さ せ る 用 法 」 と な る の で 、 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ を 用 い る こ と に よ る 前 記 の
主 た る 作 用 の 他 、 軟 性 内 視 鏡 と し て の 下 記 の 特 有 作 用 が あ る 。 即 ち （ 図 ６ （ Ｃ ） 参 照 ） 公
知 例 の 外 套 管 ２ ３ は 単 条 コ イ ル か ら 成 る の で Ｓ 字 結 腸 通 過 時 の 抵 抗 に よ っ て 曲 げ 外 側 の コ
イ ル ピ ッ チ Ｐ が 開 い て ワ イ ヤ ２ ４ の 張 力 負 担 が 増 加 す る の に 対 し 、 本 実 施 形 態 の 外 套 管 ２
３ （ １ ） は 高 可 撓 性 に よ っ て 極 め て 容 易 に 曲 げ 変 形 し て 順 応 す る の で ワ イ ヤ ２ ４ へ の 張 力
増 加 は 極 め て 少 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
そ し て 、 図 ７ （ Ａ ） の よ う に 従 来 の 外 套 管 ２ ３ の 軟 性 内 視 鏡 は Ｓ 字 結 腸 通 過 時 等 の 曲 げ 変
形 の と き 外 套 管 ２ ３ の 実 質 長 の 変 化 が 大 と な っ て ワ イ ヤ ２ ４ の 外 套 管 ２ ３ 端 部 か ら の 突 出
長 Ｌ ２ が 極 め て 大 と な る の に 対 し 、 本 実 施 形 態 の 外 套 管 ２ ３ （ １ ） は 曲 げ 変 形 に よ る 実 質
長 の 変 化 が 極 め て 小 な る こ と か ら 突 出 長 Ｌ １ が Ｌ ２ よ り 特 段 に 小 と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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即 ち 、 総 曲 げ 角 度 θ と 突 出 長 Ｌ の 相 関 は 図 ７ （ Ｂ ） の と お り で 、 図 示 実 線 の 本 実 施 形 態 の
ワ イ ヤ ２ ４ の 突 出 変 化 量 Ｌ は 図 示 点 線 の 特 許 文 献 ７ の 従 来 物 よ り 特 段 に 小 と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
さ ら に 、 図 ７ （ Ｃ ） 参 照 、 本 実 施 形 態 の 外 套 管 ２ ３ （ １ ） は 素 線 ２ の 撚 り ピ ッ チ が 従 来 の
外 套 管 ２ ３ の 単 条 コ イ ル よ り 大 と な る の で 、 摺 動 す る ワ イ ヤ ２ ４ と の 相 対 摺 接 角 θ Ａ が 、
従 来 の 外 套 管 ２ ３ の 相 対 摺 接 角 θ Ｂ よ り 特 段 に 大 と な り 、 摺 動 抵 抗 が 著 し く 低 減 し て 摺 動
操 作 性 が 極 め て 良 く な る 。 な お 、 こ の 相 対 摺 接 角 θ Ａ は 素 線 ２ と ワ イ ヤ ２ ４ の 撚 り 方 向 を
逆 に す る こ と に よ っ て 概 ね ９ ０ ° 可 能 に し て 摺 動 操 作 性 の さ ら な る 向 上 が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
以 上 の 特 有 作 用 を 有 す る 本 実 施 形 態 の 軟 性 内 視 鏡 ２ ０ は 、 従 来 の も の よ り 、 Ｓ 字 結 腸 の 通
過 性 が 極 め て 向 上 す る と 共 に 本 体 操 作 部 ２ ２ に よ る ア ン グ ル 操 作 部 ２ １ の 作 動 応 答 性 ・ 手
動 操 作 性 が 特 段 に 向 上 し て 品 質 ・ 性 能 が 一 段 と 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
次 に 図 ８ に 示 す も の は 、 同 じ く 前 記 実 施 形 態 の い ず れ か の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ を 後 端 の 操
作 部 ３ ３ と 先 端 の 留 置 ル ー プ ３ ４ と の 間 を 連 結 し て 、 そ の 両 者 の 間 の 操 作 用 ロ ー プ ３ ２ を
挿 通 す る 可 撓 性 中 空 線 状 体 の コ イ ル シ ー ス 部 ３ １ と し て 応 用 し た 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 実
施 形 態 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 の も の は 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ に よ る 前 記 の 主 た る 作 用 を 享 受
す る と 共 に 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ と し て 下 記 の 特 有 作 用 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
即 ち 、 公 知 技 術 の 特 許 文 献 ８ の 単 条 コ イ ル 形 態 の コ イ ル シ ー ス 部 か ら 成 る も の は 、 コ イ ル
シ ー ス 部 を 体 腔 内 挿 入 で 曲 げ る の み で 操 作 用 ロ ー プ ３ ２ が 引 っ 張 ら れ た 状 態 と な っ て 操 作
性 が 悪 く 、 留 置 ル ー プ ３ ４ に よ る ポ リ ー プ ３ ５ の 緊 縛 力 が 変 化 し て 、 緊 縛 力 不 足 に よ る 留
置 ル ー プ ３ ４ の ポ リ ー プ ３ ５ 抜 け を し た り 、 ポ リ ー プ ３ ５ の 過 強 緊 縛 の 不 良 を 生 じ て 留 置
ル ー プ ３ ４ の 操 作 不 良 を も た ら す こ と が あ る 。 し か し 、 図 ８ 実 施 形 態 の も の は 操 作 性 が 良
好 に し て 該 緊 縛 力 が 安 定 化 し て 前 記 の 従 来 技 術 の 難 点 を 解 消 し 、 ポ リ ー プ 治 療 性 能 が 特 段
に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
次 に 図 ９ を 参 照 し て 本 発 明 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ を 説 明 す る 。 即 ち 、 公 知 技 術
の 特 許 文 献 ５ に 示 す も の と 同 様 に 「 先 端 の 生 検 カ ッ プ ４ １ と 後 端 の 操 作 部 ４ ０ の 間 に 、 生
検 カ ッ プ ４ １ を 回 転 作 動 さ せ る 可 撓 性 中 空 線 状 体 に し て 生 検 カ ッ プ ４ １ の 開 閉 用 操 作 ロ ー
プ ４ ３ を 内 挿 し た シ ー ス 部 ４ ２ を 連 結 し た 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ 」 に お い て 、 こ の シ ー ス 部
４ ２ が 図 １ ～ 図 ５ 実 施 形 態 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ の い ず れ か に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ
の 図 ９ 実 施 形 態 の も の は 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ を シ ー ス 部 ４ ２ （ １ ） と し て 構 成 す る こ と に
よ る 前 記 の 主 た る 作 用 を 享 受 す る と 共 に 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ と し て の 下 記 の 特 有 作 用 が
あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
即 ち 、 こ の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ は 操 作 部 ４ ０ の 手 動 操 作 に よ る 生 検 カ ッ プ ４ １ の 開
閉 に よ っ て 、 病 変 部 の 生 体 組 織 が 的 確 に 採 取 で き る カ ッ プ 操 作 性 ・ カ ッ プ 作 動 性 が 高 度 に
求 め ら れ る 。 し か し 、 特 許 文 献 ５ の 従 来 技 術 の 「 シ ー ス 部 ４ ２ を 多 条 コ イ ル 体 」 で 構 成 し
た も の は （ 図 ９ （ Ｂ ） 参 照 ） 体 腔 で の 局 部 急 激 曲 げ に よ っ て 、 局 所 に 大 な る 素 線 間 間 隙 Ｓ
が 生 じ 易 く 、 そ れ に よ っ て 操 作 ロ ー プ ４ ３ が 引 っ 張 ら れ た 状 態 と な っ て 生 検 カ ッ プ ４ １ が
不 本 意 に 回 転 し た り 操 作 ロ ー プ ４ ３ に よ る 生 検 カ ッ プ ４ １ の 開 閉 操 作 を 阻 害 す る の で 生 検
カ ッ プ ４ １ の 回 転 ・ 開 閉 操 作 が 不 安 定 不 的 確 に な る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
し か し 、 本 実 施 形 態 の シ ー ス 部 ４ ２ （ １ ） は 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ か ら な る の で 、 そ れ が 有
す る 高 度 の 回 転 追 従 性 ・ 真 直 性 と 素 線 群 捻 合 体 の 特 性 に よ っ て 、 急 激 曲 げ に よ る 過 大 な 素
線 間 隙 間 Ｓ の 発 生 が な く 、 シ ー ス 部 ４ ２ （ １ ） 操 作 ロ ー プ ４ ３ に よ る 生 検 カ ッ プ ４ １ の 開
閉 ・ 回 転 操 作 が 極 め て 良 好 に 安 定 し て 生 検 カ ッ プ ４ １ に よ る 生 体 組 織 採 取 が 能 率 的 に し て
容 易 か つ 的 確 に で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
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な お 、 こ の 図 ９ の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ は 、 生 体 組 織 採 取 の と き の 強 い 回 転 ト ル ク が 必 要 と
な る の で 、 図 ５ 実 施 形 態 の 外 周 減 径 形 態 や 撚 り 方 向 組 合 せ 形 態 の も の を 用 い る と 前 記 の 操
作 性 の さ ら な る 向 上 が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
続 い て 、 図 １ ０ を 参 照 し て 本 発 明 １ 実 施 形 態 の セ ン サ ー 付 き ガ イ ド ワ イ ヤ ４ ５ を 説 明 す る
。 即 ち 、 公 知 技 術 の 特 許 文 献 ６ に 示 す も の と 同 様 に 「 可 撓 性 の 中 空 線 状 体 の ワ イ ヤ 本 体 ４
６ の 先 端 部 分 に 、 血 圧 を 測 定 し た り 血 圧 波 を モ ニ タ ー す る セ ン サ ー ４ ８ を 内 設 し た セ ン サ
ー 付 き ガ イ ド ワ イ ヤ ４ ５ 」 に お い て 、 こ の 実 施 形 態 の も の は ワ イ ヤ 本 体 ４ ６ （ １ ） が 図 １
～ 図 ５ 実 施 形 態 の い ず れ か の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ の 図 １ ０ の
も の は 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ を ワ イ ヤ 本 体 ４ ６ （ １ ） と し て 構 成 す る こ と に よ る 前 記 の 主 た
る 作 用 を 享 受 す る と 共 に 、 セ ン サ ー 付 き ガ イ ド ワ イ ヤ ４ ５ と し て 下 記 の 特 有 作 用 が あ る 。
な お 、 図 中 の ４ ７ は ワ イ ヤ 本 体 ４ ６ （ １ ） の 中 空 部 に 挿 通 し た 「 セ ン サ ー ４ ８ の リ ー ド 線
」 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
即 ち 、 特 許 文 献 ６ に 示 す 「 通 常 の 中 空 コ イ ル 体 を ワ イ ヤ 本 体 ４ ６ 」 と 成 す も の は 、 冠 動 脈
閉 塞 部 の 術 後 効 果 の 確 認 の た め 血 管 内 へ 挿 入 す る と 、 血 管 屈 曲 部 に よ る ワ イ ヤ 本 体 ４ ６ の
曲 げ 変 形 に よ っ て リ ー ド 線 ４ ７ が 引 張 ら れ て 断 線 し て セ ン サ ー 機 能 を 失 う こ と が あ る 。 さ
ら に 、 ワ イ ヤ 本 体 ４ ６ が 単 条 の 中 空 コ イ ル 体 の と き は 、 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の ケ ー ス
と 同 様 に 局 部 の 急 激 曲 げ 部 位 に 過 大 な コ イ ル 線 間 間 隙 を 生 じ さ せ る の で 、 そ の 部 位 で の 血
流 が 乱 流 状 と な っ て セ ン サ ー ４ ８ に よ る 血 液 波 測 定 が 不 安 定 波 形 を 呈 し て 測 定 性 を 著 し く
損 う 不 良 現 象 が あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
し か し 、 本 実 施 形 態 の ワ イ ヤ 本 体 ４ ６ （ １ ） は 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ か ら 成 る の で 、 そ れ が
有 す る 高 度 の 回 転 追 従 性 ・ 真 直 性 と 素 線 群 撚 合 体 の 特 性 に よ っ て 、 急 激 曲 げ に よ る 局 部 過
大 素 線 間 隙 間 Ｃ の 発 生 が な く 、 前 記 の 不 良 現 象 の 発 生 を 防 止 し て 、 セ ン サ ー ４ ８ に よ る 測
定 が 的 確 か つ 高 精 度 に し て 性 能 が 向 上 し 安 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
な お 、 こ の セ ン サ ー 付 き ガ イ ド ワ イ ヤ ４ ５ の ワ イ ヤ 本 体 ４ ６ （ １ ） と し て 図 ５ に 示 す 外 周
切 削 ・ 研 削 の 減 径 形 態 の も の を 用 い る と （ 図 １ ０ （ Ｂ ） 参 照 ） ワ イ ヤ 本 体 ４ ６ （ １ ） の 外
周 平 滑 性 が 良 い の で 血 液 の 摩 擦 抵 抗 が 小 と な り 、 境 界 層 内 粘 性 底 層 で の 剥 離 に よ る 液 体 抵
抗 の 増 大 を 抑 え る と 共 に 、 図 示 ４ ９ の 放 物 線 状 の 速 度 分 布 に 近 づ け る の で 、 一 定 な 血 流 確
保 が 可 能 に し て 正 確 な 血 流 測 定 が で き る 。 そ し て 、 血 栓 等 の 発 生 が 少 い 。 以 上 の 特 有 作 用
が あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
続 い て 、 以 上 の 図 １ ～ 図 １ ０ 実 施 形 態 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ と 、 そ れ を 用 い て 成 る 医 療 用
器 具 に お い て 、 「 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 の 素 線 材 質 限 定 」 「 外 周 電 解 研 磨 」 の
態 様 の も の の 特 有 作 用 を 補 足 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
即 ち 、 マ ル テ ン サ イ ト 系 ス テ ン レ ス は 熱 処 理 に よ っ て 硬 化 す る 定 性 が あ る の で 、 膨 出 端 ６
の 溶 接 時 の 熱 影 響 に よ っ て 膨 出 端 ６ 近 傍 の 撚 線 コ イ ル が 硬 化 し て 柔 軟 可 撓 性 を 損 う 。 そ し
て 、 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス は 、 ４ ７ ５ ℃ 付 近 で の 「 ４ ７ ５ ℃ 脆 性 」 ６ ０ ０ ～ ８ ０ ０ ℃ に
長 時 間 さ ら さ れ る こ と に よ る 「 シ グ マ 脆 性 」 ９ ５ ０ ℃ 以 上 に 加 熱 さ れ る と 結 晶 粒 の 粗 大 化
を 生 ず る 「 高 温 脆 性 」 発 生 の 定 性 が 存 在 す る の で 、 同 じ く 溶 接 熱 に よ る 脆 化 を 生 じ て カ テ
ー テ ル ・ ガ イ ド ワ イ ヤ 等 と し て 品 質 劣 化 を も た ら す 難 点 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
し か し 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス は 、 加 熱 し て も 組 織 の 変 化 が 少 い の で 、 溶 接 に よ る
熱 影 響 を 受 け 難 く 、 そ の 上 熱 膨 張 係 数 が 一 般 鋼 材 の 約 １ ． ５ ～ １ ． ６ 倍 に し て 、 か つ 、 熱
伝 導 率 が 小 な る 定 性 を 有 す る の で 、 膨 出 端 ６ の 溶 着 時 に 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ に 生 ず る 熱 膨
張 ・ 熱 応 力 が 膨 出 端 ６ 近 傍 の 限 ら れ た 部 位 の 中 空 コ イ ル 形 態 の 素 線 ２ に よ っ て 吸 収 し て 溶
接 に よ る 内 部 応 力 残 留 を 緩 和 し 、 膨 出 端 ６ 部 位 の 真 直 性 ・ 良 好 な 屈 曲 性 の 安 定 確 保 が で き
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る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
さ ら に 、 マ ル テ ン サ イ ト 系 ス テ ン レ ス は 熱 処 理 に よ っ て 引 張 り 荷 重 を 向 上 さ せ る 焼 入 硬 化
性 を 示 す が 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス は 加 工 （ 伸 線 加 工 ） に よ っ て 強 度 が 上 昇 し （ 加
工 硬 化 ） 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 構 成 素 線 と し て の 好 適 性 が 存 在 す る 。 そ し て 、 オ ー ス テ ナ イ
ト 系 ス テ ン レ ス の 電 気 抵 抗 は 「 炭 素 鋼 の 約 ５ 倍 ・ マ ル テ ン サ イ ト 系 ス テ ン レ ス の 約 １ ． ６
倍 」 で あ る こ と か ら 溶 接 電 流 が 少 い の で 、 溶 接 熱 を 必 要 最 小 限 に 抑 止 し て 溶 接 熱 の 影 響 に
よ る 「 曲 が り ・ ね じ れ 変 形 」 等 の 発 生 を 少 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
一 方 、 素 線 ２ を オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 の 材 質 限 定 に す る と 、 素 線 ２ は ダ イ ス に
よ る 伸 線 加 工 に よ っ て 加 工 誘 起 変 態 し て 磁 性 を 帯 び 、 か つ 、 外 周 鏡 面 形 態 と な る こ と か ら
「 フ ァ ン ・ デ ル ・ ワ ー ル ス 力 」 の 分 子 間 の 吸 着 力 に よ っ て 素 線 ２ の 表 面 や 隣 接 間 に 異 物 ・
微 小 鉄 粉 等 が 付 着 し 易 く 、 そ の 異 物 界 面 と の 「 す き ま 腐 食 」 と 「 も ら い 錆 」 に よ っ て 耐 食
性 が 低 下 す る 不 良 現 象 が あ る 。 し か し 、 前 記 の 外 周 電 解 研 磨 に よ っ て 素 線 ２ の 表 面 の 酸 化
ス ケ ー ル を 除 去 し て 本 来 の ク ロ ム 濃 度 に 回 復 さ せ る の で 、 前 記 の 不 良 現 象 を 防 止 し て 耐 食
性 の 向 上 が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
な お 、 本 発 明 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 １ は 前 記 医 療 用 器 具 の み で は な く 、 中 空 部 に 電 線 等 の 可
撓 性 線 体 を 挿 入 す る 外 套 管 等 と し て も 応 用 す る 。 そ し て 、 素 線 ２ は 一 般 鋼 材 線 等 の 任 意 材
質 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 の と お り 、 本 発 明 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 は 高 度 の 伸 直 性 ・ 回 転 追 従 性 を 有 す る 高
品 質 の 中 空 可 撓 性 線 状 体 に し て 、 血 管 ・ 体 腔 内 に 挿 入 し て 治 療 を 行 う 各 種 医 療 用 器 具 等 の
主 要 構 成 部 材 と し て 応 用 し て 、 そ れ 等 器 具 類 の 品 質 ・ 性 能 を 特 段 に 向 上 し て 当 該 分 野 の 技
術 向 上 を 図 る 有 用 な 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
そ し て 、 本 発 明 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 製 造 方 法 は 、 本 発 明 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 低 コ ス ト
高 能 率 に し て 高 品 質 に 量 産 提 供 で き る 。 以 上 の 優 れ た 諸 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 １ 実 施 形 態 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 示 し 、 （ Ａ ） は そ の 正 面 図 、 （ Ｂ ） は そ
の 横 断 面 図 、 （ Ｃ ） は そ の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 か ら 成 る 医 療 用 ガ イ ド ワ イ ヤ の 正 面 図
【 図 ２ 】 図 １ 実 施 形 態 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 製 造 方 法 を 示 し 、 （ Ａ ） は そ の 加 工 方 法 の 説
明 図 、 （ Ｂ ） は 捻 回 加 工 す る １ 次 成 形 体 の 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 示 し 、 （ Ａ ） は そ の 正 面 図 、 （ Ｂ ）
は そ の 製 造 方 法 の 説 明 図 、 （ Ｃ ） は ク ラ ン プ 部 の 斜 視 図 、 （ Ｄ ） は そ の 特 性 説 明 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 示 し 、 （ Ａ ） は そ の 正 面 図 、 （ Ｂ ）
は そ の 製 造 方 法 の 説 明 図 、 （ Ｃ ） は そ の 特 性 説 明 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 を 示 し 、 （ Ａ ） は そ の 横 断 面 図 、 （ Ｂ
） は そ の 正 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の １ 実 施 形 態 の 軟 性 内 視 鏡 を 示 し 、 （ Ａ ） は そ の 正 面 図 、 （ Ｂ ） は そ の 横
断 面 図 、 （ Ｃ ） は 作 用 説 明 図
【 図 ７ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） （ Ｃ ） と も 図 ６ 実 施 形 態 の 軟 性 内 視 鏡 の 作 用 説 明 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 正 面 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 し 、 （ Ａ ） は そ の 正 面 図 、 （ Ｂ ） は そ
の 作 用 説 明 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の １ 実 施 形 態 の セ ン サ ー 付 き ガ イ ド ワ イ ヤ を 示 し 、 （ Ａ ） は そ の 正 面 図
、 （ Ｂ ） は そ の 作 用 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 中 空 撚 線 コ イ ル 体
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２ 　 素 線
３ 　 中 空 部
４ 　 芯 材
５ 　 芯 線
６ 　 膨 出 端
１ ０ 　 捻 回 装 置
１ １ 　 回 転 作 動 チ ャ ッ ク
１ ２ 　 ス ラ イ ド 自 在 固 定 チ ャ ッ ク
１ ３ 　 静 荷 重 ウ エ イ ト
１ ４ 　 中 間 ク ラ ン プ 部
１ ６ 　 加 熱 装 置
２ ０ 　 軟 性 内 視 鏡
２ ３ 　 外 套 管
３ ０ 　 内 視 鏡 用 処 置 具
３ １ 　 コ イ ル シ ー ス 部
４ ２ 　 シ ー ス 部
４ ５ 　 セ ン サ ー 付 き ガ イ ド ワ イ ヤ
４ ６ 　 ワ イ ヤ 本 体
Ｃ 　 樹 脂 被 覆
Ｒ 　 １ 次 成 形 可 撓 性 線 状 体
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(15) JP 2004-190167 A 2004.7.8



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 4C167 AA29  BB62  CC08  FF03  GG22  HH03  HH04 

(16) JP 2004-190167 A 2004.7.8



专利名称(译) 中空绞合线圈体，使用其的医疗器械及其制造方法

公开(公告)号 JP2004190167A 公开(公告)日 2004-07-08

申请号 JP2002358851 申请日 2002-12-11

[标]申请(专利权)人(译) 朝日英达科株式会社

申请(专利权)人(译) 朝日英特有限公司

[标]发明人 加藤富久
宮田憲次

发明人 加藤 富久
宮田 憲次

IPC分类号 A61B1/00 A61B1/005 A61F2/958 A61M25/01 A61M25/09 A61M25/16 D07B1/12 D07B3/00

FI分类号 D07B1/12 A61B1/00.310.A A61B1/00.334.D A61M25/00.450.D A61B1/008.510 A61B1/01.512 A61B1
/018.515 A61M25/09.500 A61M25/09.516

F-TERM分类号 3B153/AA02 3B153/AA38 3B153/BB08 3B153/CC53 3B153/EE05 3B153/EE18 3B153/FF50 3B153
/GG40 4C061/AA00 4C061/BB00 4C061/CC00 4C061/DD04 4C061/FF24 4C061/GG15 4C061/JJ01 
4C061/JJ06 4C167/AA29 4C167/BB62 4C167/CC08 4C167/FF03 4C167/GG22 4C167/HH03 4C167
/HH04 4C161/AA00 4C161/BB00 4C161/CC00 4C161/DD04 4C161/FF24 4C161/GG15 4C161/JJ01 
4C161/JJ06 4C267/AA29 4C267/BB62 4C267/CC08 4C267/FF03 4C267/GG22 4C267/HH03 4C267
/HH04

其他公开文献 JP4098613B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提高构成医疗设备主体的柔性多股空心多股线圈体的质
量，并提供一种低成本，高效率地用于批量生产的高质量中空多股线圈
体。 提供。 解决方案：在空心绞线线圈体中，其中大量绞线在同一圆周
上扭曲并配置，并形成空心中心部分， 通过绞合和热处理形成的具有高
旋转跟随性和直线度的中空绞线线圈体，用于通过加工去除残余应力，
并向绞线组施加抗扭性。 该制造方法的特征在于加热时扭曲。 [选型图]
图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/5ec5e3e6-5bd6-4068-8696-fb16b4f9733f
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032322095/publication/JP2004190167A?q=JP2004190167A

